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【主な研究成果】
Ti・Ti合金の積層造形・EBMの過程で副産物として生じるTi・Ti合金仮焼結体に、MgやAlなどの軽金属元素を溶浸させることで、固溶体相が主相となるTi/MgおよびTi/Al複合バルク材の作製が可能となる。本研究により、兵庫県立大学・姫路工学キャンパス（兵庫県姫路市）のFE-EPMA（ＪＥＯＬ JXA-8530FPlus）にTi/MgおよびTi/Al複合バルク材をセッティングし、その電子顕微鏡画像を熊本大学・黒髪キャンパス（熊本県熊本市）と富山県産業技術研究開発センター（富山県高岡市）にて同時遠隔観察が達成された。

【今後の展望】
研究成果の一部は、2026年5月の日本鋳造工学会全国講演大会にて予定である。今後は、富山県側の遠隔観察地点として、新たに富山大学先進アルミニウム国際研究センター（富山県高岡市）および富山大学・五福キャンパス（富山県富山市）を加え、兵庫県－熊本県－富山県をつなぐ電子顕微鏡遠隔観察を試みる。

【具体的な成果】
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[1] 山田叡滉，永瀬丈嗣(申請者)，山口篤, 白石貴久(共同研究者・熊本大学), 木口賢紀(共同研究者・熊本大学), 山下満, 當代光陽, 西竜治, 市川聡, 日本金属学会・日本鉄鋼協会関西支部 材料物性談話会 2025年度 第2回研究会, 2026.01.14, 大阪大学吹田キャンパス, 吹田, 大阪, "Network Tele-MicroscopyによるTi-MgおよびTi-Al積層造形溶浸材の観察"
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